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存の術前画像診断による正確な進行度診断が未だ困難であり(Gress FG et al. Gastrointest 
Endosc. 1999, DeWitt J et al. Ann Intern Med. 2004, Soriano A et al.Am J Gastroenterol. 








た（Takeshita H et al. Br J Cancer. 2010他）。最近では、ヒトゲノムでは 4000種類以上
同定されている短鎖型 non-cording RNAであるmicroRNAに注目した(He L et al. Nature. 







量的解析が安定して可能であることを報告してきた（Tsujiura M et al. Br J Cancer. 2010, 
Komatsu S et al. Br J Cancer. 2011, Morimura R et al. Br J Cancer. 2011）。また、一部
の癌関連 microRNAが癌存在診断、モニタリング診断、再発時診断、悪性度・予後予測診
断に有用であることを報告してきた（Ichikawa D et al. Gastroenterology 2012, Komatsu 
S et al. Expert Opin Biol Ther 2012, Konoshi H et al. Br J Cancer 2012, Kawaguchi T et 
al. Br J Cancer 2013, Hirajima S et al. Br J Cancer 2013）。今回、これまでわれわれが蓄
積してきたバイオリソース、解析技術を基盤に、特に膵癌血中の新規バイオマーカーとし
ての microRNA-221 (miR-221)を同定したので報告する。 
癌関連 microRNAとしての報告がある microRNAの中で、膵癌組織および膵癌細胞株で高
頻度に高発現の報告を認める miR-221 (PNAS 2006, Int J Cancer 2009, Oncogene 2007, 
JAMA 2007) に注目した。まず、14症例の膵癌切除組織、6種類の膵癌細胞株で正常膵組
織に比べて miR-221が有意に高発現していることを確認した (p=0.0053, 0.0194)。つぎに 
膵癌治療患者 47症例と健常人 30例の血漿中のmiR-221の定量的発現解析を行ったところ、
膵癌患者血漿中の miR-221濃度は、健常人と比べ有意に高値であった(p<0.0001)。ROC曲
線で AUCは 0.758であった。同時に、膵癌組織中で低発現の報告がある miR−375の膵癌
患者血漿中濃度を測定したところ、膵癌患者血漿中の miR-375濃度は健常人と比較し低い
傾向であった (p=0.092)。さらに miR-221/miR-375 比を併用すると、膵癌患者
miR-221/miR-375 比は健常人のそれと比較し有意に高値であることが明らかとなった
(p<0.0001, AUC=0.762)。また膵癌患者血漿中 miR-221 高発現症例では膵癌組織でも
miR-221高発現を認め、膵癌術後患者の血漿中 miR-221濃度は、術前に比べ有意に低下し
ていた (p=0.0183)。臨床病理学的因子との相関解析では、術前血漿中 miR-221高濃度症例
で有意に遠隔転移(p=0.041)、肉眼的非治癒切除症例(p=0.021)が多かった。以上の結果より、
膵癌患者血漿中の miR-221 は、遠隔転移の有無、切除の可否予測を非侵襲的に可能とし、
予後不良な膵癌患者の治療方針決定に寄与する次世代のバイオマーカーとして有望である
と考えられた。 
 
 
 
 
 
